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研究成果の概要（和文）：本研究では、主に1950年代から1970年代にかけての時期の東アジア・東南アジアから台湾へ
の人の移動を題材に戦後の中華民国・台湾への華僑・華人の国際移動の実態とそれを支えた社会的メカニズムについて
、経済的な次元にとどまらない、社会的な独自要因やメカニズムをマクロ・メゾ・ミクロレベルから実証的に検証した
。本研究を通じて、東アジア・東南アジアにおける日本帝国の崩壊とその後の冷戦体制への編入により国際秩序が再編
される過程を、大国間の関係もしくは「中心ー周縁」というモデルではなく、「周縁」間の視点から捉え直した。

研究成果の概要（英文）：This research exmaines the social mechanism of the movement of Taiwanese nationals
 from East and Southeast Asia to Taiwan especially focused on since 1950's to 1970's. This research analys
es the movement of Taiwanese nationals which is not only explained by economical causes but social and pol
itical factor from macrolevel,mesolevel and microlevel analysis. I explored the historical process of the 
restructuring of international relations which is influenced by the Cold war in East and Southeast Asia.We
 need recxamine the restructuring of the area in the Cold war era not by the great powers or "Center-Perip
hery"models but "Periphery-Periphery"models. 
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１．研究開始当初の背景 
 我が国の華僑華人研究では、これまで中国

大陸と居住国との結びつきに着目した研究

が主流であり、戦後の中華民国・台湾と華僑

華人の結びつきについて着目した研究につ

いては近年研究の蓄積が始まった分野であ

る。戦後の東アジア・東南アジアから台湾へ

の華僑・華人の移動を歴史的に検証すること

は、東アジア・東南アジアにおける日本帝国

の崩壊とその後の冷戦体制への再編という

国際秩序の変容を「周縁」間の視点から捉え

直すことにつながる。 

 研究代表者はこれまで、戦後の東アジア・

東南アジアから沖縄への中華民国・台湾系の

華僑華人の移動について着目してきた。中華

民国・台湾系華僑・華人の視点をとりこむこ

とで近代以降、主に日本本土との対比で語ら

れてきた沖縄をめぐる研究を、一国内の枠組

みを超えた東アジア・東南アジア全体におよ

ぶ社会変動を「周縁」間の視点で捉え直すこ

とを試みた。 

 在沖縄台湾系華僑華人（以下、琉球華僑と

記す）は、現在沖縄に約 1万人が居住してい

るとされ、地域社会では無視のできないエス

ニック・マイノリティであるにも関わらず、

学歴・職業・出身地が多様で、ひとつにまと

まることは難しいと当事者自身からも語ら

れていた。こうした状況は、移民研究の通説

では、そもそもで華僑自身が多様であり、む

しろ一枚岩の集団となることこそが特殊で

あると説明される。しかし、こうした琉球華

僑をめぐる状況を検証してみたところ、たと

えば、沖縄の労働需要自体が細分化されてい

ることが琉球華僑の社会的背景を多様にす

ることと結びついていることが示唆された

り、米軍基地の存在が日華断交後の華僑の国

籍選択に本土とは異なる選択肢を与えてい

たりするなど、沖縄の地域社会の特性が華僑

たちを幾重にも分断していることにつなが

っていた。こうした沖縄社会側の要因とは別

に、台湾から沖縄への琉球華僑の移動は国府

の対「琉球」戦略とも深く結びついており、

経済的なプッシュプル要因だけでは説明の

できない政治の比重の高さが特徴となって

いる。また、分析に用いた外交文書には、台

湾から沖縄へ渡った者たちのなかには、東ア

ジア・東南アジアから台湾へと移動し、そこ

から「琉球」へと再移動した者が少なからず

存在し、このような人の移動は中国国民党の

国際ネットワークと結びついていることが

示唆されていた。 
 
２．研究の目的 
 研究代表者による上記の研究成果をふま

え、本研究では、1950年代から 1970年代に

かけての時期に中国国民党の国際ネットワ

ークを介した東アジア・東南アジアから台湾

への人の国際移動について、経済的な次元に

とどまらない、社会的な独自要因やメカニズ

ムを実証的に検証する。 

 本研究では台湾への人の国際移動を「中心

‐周縁」モデルによる人の国際移動とは異な

る、「周縁‐周縁」間の人の国際移動モデル

として分析する。また、台湾を送出側とみな

す先行研究では、人の国際移動を「プッシ

ュプル要因」の枠組みで分析しており、マ

クロおよびミクロレベルでの分析はなされ

ているものの、こうした移動を支えるメゾ

レベルでの要因については十分には考察さ

れていない傾向にある。これに対し、本研

究では、台湾は日本帝国の植民地でありな

がら、戦後は中華民国に「接収」されたと

いうマクロレベルでの社会変動をミクロレ

ベルの動向に結びつけるメゾレベルでの構

造的要因を析出することを試みる。 
 
３．研究の方法 
まず、社会学・地理学・歴史学・新制度論

といった領域の文献を用い、分析対象地域に

おける歴史性・特性について俯瞰的な認識を

得ると共に、マクロ・メゾ・ミクロレベルか



ら構成される理論的分析枠組みを構築し、事

例研究のデータ分析に用いる。 

 次に、事例研究については、理論的分析枠

組みの構築で得られた知見をもとに、本研究

における人の国際移動を分析する。具体的に

は、政策資料・公文書・報道資料・統計・回

想録・手記といった資料の収集・整理と分析

を行い、(1)東アジア・東南アジアにおける冷

戦体制への編入と韓国・香港・ベトナムから

台湾への人の国際移動との連関、さらには、

(2)こうした移動を支えた社会的メカニズム

とその影響の多様性をマクロ・メゾ・ミクロ

の各レベルから実証的に解明する。 
 
４．研究成果 

 初年度は、東アジア・東南アジアから台湾

への反共義士・難胞・帰僑の国際移動におけ

る中間集団の活動実態について史資料の分

析を中心に行った。分析の結果から、まず、

1950 年に中国国民党幹部によって設立・運

営された中国大陸災胞救済総会（以下、救総

と記す）の設立から 1980 年までの救総を介

したアジアの諸地域から台湾への人の移動

の概要を把握することができた。流入経路と

しては香港・韓国・ラオスからは 1万人を超

える規模での流入がみられた。ラオスからは、

ヴェトナム（約 4千人）を超える規模での人

の移動があったということは本研究の当初

の想定にない発見であった。これに加え、イ

ンド・パキスタン・レバノンといった南アジ

ア・西アジアからも少数ながら台湾への流入

があり、このことは、戦後の台湾をめぐる人

の移動には第二次大戦後のアジアでの植民

地独立戦争の混乱 だけでなく、1970年代頃

までは中華民国政府が統治領域を台湾とそ

の周辺に限定されながらも国際社会のなか

では「中国」の正統政権 として各国との外

交関係があったこととも深く結びついてい

たことを示唆している。また、救総を介した

来台者がさらに、救総同様に中国国民党幹部

によって運営されていた中琉文化経済協会

を介して「琉球」へと 再移動していったこ

とも史料により実証的に明らかにすること

ができた。 

なお、1980 年代以降の活動については

2010年に発行された『救総 60年』の分析を

通して、組織名称の変更が数回にわたってな

された経緯や組織の反共的な性格が次第に

うすまり、公式な外交関係が限定されている

台湾が「国際社会」において活動しているこ

とを示す国際協力団体へと変容しつつある

ことも明らかになり、台湾の民主化および国

際社会における「地位向上」という国家や国

際社会というマクロレベルでの環境変化や

課題がこうしたメゾレベルを担う社会集団

に与えた影響を明らかにできた。 

 次年度は、大まかに下記の 3点の課題に取

り組んだ。第一に、東アジア・東南アジアか

ら台湾への反共義士・義胞・帰国華僑の受入

の際に政府の果たした役割やその歴史的背

景を明らかにすること。第二に、戦後の中国

国民党政権の国家・国際戦略に基づき、東ア

ジア・東南アジアの「周縁」地域と台湾を結

びつけた人の移動を実際に推進した中間集

団としての救総の役割を明らかにすること。

第三に、東アジア・東南アジアから台湾へと

渡った人びとの来隊後の生活実態を明らか

にすること。 

 第一の点については、中華民国政府と中国

国民党は相互に独立した活動をしつつ、時に

は協力をすることで東アジア・東南アジアか

らの反共義士・義胞・帰国華僑の受入を実施

していた。台湾への移動には二つの波があり、

まず、1940年代から 1950年代にかけての時

期には国共内戦を背景とした反共義士・義胞

中国大陸からの移動であるのに対して、1960

年代から 1970 年代の時期は東南アジアの

「共産化」による帰国華僑の流入が主流とな

っていた。 

 第二の点については、救総は東アジア・東

南アジアにおいて中華民国外交部とは異な



る外交チャネルを形成し、そこから「反共の

ネットワーク」とも呼びうるような人の移動

経路を出現させた。これは戦前の日本帝国に

おける人の移動とは異なり、東アジア・東南

アジアが冷戦体制へと組み込まれることに

よってあらわれた経路である。 

 第三の点については、台湾における帰国華

僑について調査を行っていた日本大学・清水

純教授よりご教示いただき、彼らは戦後、中

国大陸から台湾へと渡ったいわゆる外省人

たちが中国大陸での出身地域ごとの社会集

団を形成するのとは異なり、彼らが台湾へと

引き揚げる前に生活していた居住国単位で

互助的な社会集団を設立していることが明

らかとなった。その上で、台湾から日本へ再

移動した帰国華僑について調査をおこなっ

たところ、台湾の帰国華僑と同様に中国大陸

の父祖の地の出身者による団体に加入する

のではなく、自らの生まれ育った居留国につ

いての社会組織を設立しており、再移動によ

ってもこの傾向に変化はみられないことを

確認した。 

 以上の研究成果をふまえ、以下の課題があ

らたに発見された。 

 まず、中国国民党のネットワークを介して

台湾へとやってきた人びとのナショナルア

イデンティティはどのように形成され、さら

には変容しているのか。 

 本研究課題では取り扱えなかった、東アジ

ア・東南アジアに在住し、台湾へと引き揚げ

ることのなかった華僑華人にとって、台湾ア

イデンティティはどのように形成されたの

か、あるいはされなかったのか。 

 日本帝国の崩壊と冷戦構構造へと地域秩

序の変容と、冷戦終結後のグローバリゼーシ

ョンが交錯する台湾をめぐり、戦後の中華民

国と台湾という歴史的に形成された二重性

と台湾ナショナリズムとの関係を考える上

で、台湾の内部からだけではなく、台湾の外

で生活する華僑華人の視点から捉え直すこ

とで示唆を得られるのではないかと考える。 
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